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・研究目的 
本研究の目的は、ノンメタルクラスプデンチャー用射出成形型熱可塑性樹脂の曲げ特性に及ぼす補強材の影響を検討す

ることである。 
・材料および方法 
義歯床用材料には３種の射出成形型熱可塑性樹脂（ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネート）と、コントロール

として従来型のポリメチルメタクリレート（以後、PMMA）を使用し、補強材として Co-Cr ワイヤー（以後、メタル

ワイヤー）およびガラス長繊維強化プラスチック（以後、FRC）を使用した。各補強材を埋入した試料と、コントロー

ルとして補強材なし試料を製作した。補強材は床用レジンの中央部に埋入し、耐水ペーパー600 番まで研磨し、37℃の

水中に 50±2 時間浸漬した（n=10）。三点曲げ試験を行い、比例限での曲げ強さ(MPa)および弾性係数(GPa)を求めた。

分散分析および多重比較検定（Newman-Keuls post-hoc comparison，α=0.05）により統計処理を行った。 
・結 果 
比例限での曲げ強さに関して二元配置分散分析を行った結果、床用材料の因子、補強材の因子、および両因子の交互作

用に有意差が認められたため、一元配置分散分析および多重比較検定を行った。その結果、補強材なし試料と比較して、

FRC 補強試料の比例限での曲げ強さは全ての床用材料で有意に高く、メタルワイヤー補強試料はポリカーボネートで有

意に高かった。弾性係数に関して二元配置分散分析を行った結果、床用材料の因子および補強材の因子に有意差が認め

られ、両因子の交互作用に有意差は認められなかった。各床用材料の弾性係数は、PMMA＞ポリカーボネート＞ポリエ

ステル＞ポリアミドの順であった。２種の補強材の弾性係数は補強材なし試料と比較して有意に高く、メタルワイヤー

補強試料が最も高かった。 
・考 察 
本研究の結果から、各補強材(メタルワイヤー、FRC)はノンメタルクラスプデンチャー用射出成形型熱可塑性樹脂の曲

げ特性に効果があることが明らかとなった。義歯床用材料は、過度な咬合力が加わると破折する前に塑性変形が生じる。

臨床的には塑性変形した義歯は使用できず、床用材料は比例限での強度が高い方が好ましい。そこで今回、本研究は比

例限での曲げ強さで評価した。FRC で補強したすべての射出成形型熱可塑性樹脂の比例限での曲げ強さは、補強なしと

比較し有意に高かった。しかし、メタルワイヤーはポリカーボネートのみ補強効果が認められた。また、SEM 画像で

はすべての床用材料で補強材との接合は良好であった。これらの結果から、FRC 補強材が比例限での曲げ強さにおいて、

メタルワイヤー補強材より効果的であることが認められた。これは、FRC 補強材は射出成形型熱可塑性樹脂とからみつ

き、結合して一体化し、その結果、FRC 補強材はすべての射出成形型熱可塑性樹脂で高い比例限での曲げ強さを示した

ものと考えられる。これに対して、メタルワイヤー補強材がポリカーボネートのみで効果が認められたのは、射込み温

度の違いによるものと考えられる。ポリカーボネートの射込み温度は 320℃で、ポリアミド（210℃）、ポリエステル

（280℃）より高く、細部まで流れ込み、さらに射出後のポリカーボネートの熱収縮が大きいため、メタルワイヤー補

強材は機械的にポリカーボネートとタイトに結合したものと思われる。弾性係数に関しては、床用レジンの因子につい

て、PMMA＞ポリカーボネート＞ポリエステル＞ポリアミドの順であった。これは、床用材料単体の他の研究と同じ結

果であった。さらに、補強材の因子について、メタルワイヤー＞FRC＞補強材なしの順であった。これはメタルワイヤ

ー単体の弾性係数が 152.3GPa、FRC 単体の弾性係数が 26.1GPa、床用レジン単体の弾性係数が 0.70～2.92GPa であ

ることから、補強材自体の弾性係数が補強した床用レジンの弾性係数に影響したものと考えられる。今回の結果から、

ノンメタルクラスプデンチャー用射出成形型熱可塑性樹脂に補強材を入れることにより、義歯の塑性変形が改善され、

また、義歯の撓みが小さくなることが明らかになった。臨床的には、全ての射出成形型熱可塑性樹脂に効果があった

FRC がノンメタルクラスプデンチャーの補強材に適していると考えられる。 
・結 論 
ガラス長繊維強化プラスチック補強材は、今回使用した全てのノンメタルクラスプデンチャー用射出成形型熱可塑性樹

脂（ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネート）に対して補強効果を示し、メタルワイヤー補強材は、ポリカーボ

ネートに対して補強効果が認められた。 



 


